
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　書類データを入力する入力手段と、
　ユーザ用の メニュー情報及びプログラムを含むデータを記憶す
る記憶媒体を着脱可能であって、装着された前記記憶媒体のデータを読み取って入力する
読取手段と、
　前記読取手段で読み取った前記 メニュー情報及びプログラムに
従って

画面を生成して表示する表示手段と、
　前記表示手段によって表示された 画面に 操作指示を入力するための
指示入力手段と、
　前記 画面に 前記指示入力手段による指示入力及び前記プログラムに基づ
いて、前記入力手段による前記書類データの入力及び前記書類データの出力を制御する制
御手段と、
　前記記憶媒体が装着されたかどうかを検知する検知手段とを有し、
　前記読取手段は、前記検知手段が前記記憶媒体が装着されたことを検知すると前記

を読み取ることを特徴とする書類入力装置。
【請求項２】
　前記検知手段は、前記記憶媒体が装着された状態を検知するためのスイッチを有するこ
とを特徴とする請求項１に記載の書類入力装置。
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【請求項３】
　前記検知手段は、光源手段と光センサ手段とを有する光学的検知スイッチを有し、
　前記光学的検知スイッチは、前記記憶媒体が装着されていない状態では前記光源手段と
光センサ手段との間で光信号が伝達され、前記記憶媒体が装着されている状態では前記光
源手段と光センサ手段との間で光信号が伝達されないようにし、前記記憶媒体が装着され
ると前記光源手段と光センサ手段との間の光が遮断されて前記記憶媒体の装着を検知する
ことを特徴とする請求項１に記載の書類入力装置。
【請求項４】
　前記プログラムは、前記記憶媒体を自動的に排出させる指示を含むことを特徴とする請
求項１に記載の書類入力装置。
【請求項５】
　前記記憶媒体は書類データを含み、前記入力手段は前記記憶媒体から書類データを入力
することを特徴とする請求項１に記載の書類入力装置。
【請求項６】
　前記データは更に、ユーザを特定するための識別データを含むことを特徴とする請求項
１に記載の書類入力装置。
【請求項７】
　書類データを入力する入力工程と、
　ユーザ用の メニュー情報及びプログラムを含むデータを記憶す
る記憶媒体のデータを読み取って入力する読取工程と、
　前記読取工程で読み取った前記 メニュー情報及びプログラムに
従って

画面を生成して表示する表示工程と、
　前記表示工程で表示された 画面に 操作指示を入力するための指示入
力工程と、
　前記 画面 前記指示入力工程での指示入力及び前記プログラムに基づい
て、前記書類データの入力及び前記書類データの出力を制御する制御工程とを有し、
　前記読取工程では、前記記憶媒体が装着されたかどうかを検知する検知手段によって前
記記憶媒体が装着されたことが検知されると前記 を読み取ることを特徴とする書類
入力方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、書類情報を入力するための書類入力方法とその装 関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在、書類を読み取る際には、ユーザはその書類を書類入力装置の入力トレイ上に載置し
、ユーザがキーパッド・コントロールパネルにより、手動で識別用パスワードを入力して
いる。それから、ユーザは、多段階からなる選択メニューを用いて、特定の動作、目的と
する書類の指示、及びその記憶属性などを入力しなければならない。このようなメニュー
を用いた入力に際して、更にファクシミリ伝送のための電話番号や、記憶のためのパスネ
ーム（又はホルダの名称）が必要になる。ユーザがコントロールパネルを用いて、このよ
うなデータを入力しなければならないため、その入力に時間がかかり、またデータ入力に
多大な注意力が要求される。このような選択メニュー、出力情報、或はコントロールパネ
ルの操作に不慣れなユーザが操作することによるエラー操作のために、多くの時間がかか
り、またその様なユーザの後ろで待っている多くの人の列ができたりしていた。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
自動金銭出納機（ＡＴＭ）や他の金融装置ではカード識別装置を用いて、ユーザの口座に
、預金や引出のために正規のアクセスがなされるようにしている。しかしながら、このよ
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うなＡＴＭは、そのカードの所有者を特定し、より識別の度合を高めるために５桁の秘密
の数字を入力するようにユーザに指示する以外、ユーザのＩＤカードを受取ることに関す
るいかなる処理をも行っていない。即ち、ＡＴＭカードは、そのＡＴＭに対して自動的に
処理を行わせることはない。更には、ＡＴＭは、書類を走査したり、ネットワークを通し
て記憶するためにそのデータを出力することはない。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記従来例に鑑みてなされたもので、

を記憶する記憶媒体とのインターフェースを備えた書類入力方法とその装
提供することを目的とする。

【０００５】
　本発明は、書類データを入力する入力手段と、ユーザ用の メニ
ュー情報及びプログラムを含むデータを記憶する記憶媒体を着脱可能であって、装着され
た前記記憶媒体のデータを読み取って入力する読取手段と、前記読取手段で読み取った前
記 メニュー情報及びプログラムに従って

画面を生成して表示する
表示手段と、前記表示手段によって表示された 画面に 操作指示を入力する
ための指示入力手段と、前記 画面と前記指示入力手段による指示入力及び前記プ
ログラムに基づいて、前記入力手段による前記書類データの入力及び前記書類データの出
力を制御する制御手段と、前記記憶媒体が装着されたかどうかを検知する検知手段とを有
し、前記読取手段は、前記検知手段が前記記憶媒体が装着されたことを検知すると前記

を読み取ることを特徴とする。
【０００６】
　また本発明は、書類データを入力する入力工程と、ユーザ用の
メニュー情報及びプログラムを含むデータを記憶する記憶媒体のデータを読み取って入力
する読取工程と、前記読取工程で読み取った前記 メニュー情報及
びプログラムに従って

画面を生成して表示する表示工程と、前記表示工程で表示された
画面に 操作指示を入力するための指示入力工程と、前記 画面と前記

指示入力工程での指示入力及び前記プログラムに基づいて、前記書類データの入力及び前
記書類データの出力を制御する制御工程とを有し、前記読取工程では、前記記憶媒体が装
着されたかどうかを検知する検知手段によって前記記憶媒体が装着されたことが検知され
ると前記 を読み取ることを特徴とする。
【０００９】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施の形態を詳細に説明する。
【００１０】
尚、以下の図面において、本発明の実施の形態の要素は２桁の数字で示されており、最初
の数字はその要素が最初に開示され、或は主として説明されている図番を示し、２番目の
数字は、これら図面全体を通した構成を示している。また、これら参照記号に続いてサブ
ポーション或はその要素に関連した特徴を示す文字が付されている。
【００１１】
　＜システム概要（図１Ａ，図１Ｂ）＞
　この書類入力システム１０は、ネットワーク１０Ｎを介して出力したり記憶するための
書類データを含む、ユーザの書類１０Ｄを受取る。コントローラ１０Ｃは、この書類入力
システム１０の動作を制御している。書類スキャナ１０Ｓは、ユーザによって入力される
処理を受取るための ポート１０Ｐを有しており、その書類を走査して読み取るよ
うにコントローラ１０Ｃから指示されると、その書類を走査して読取り、ネットワーク１
０Ｎを介して出力されたり、或は記憶されるための書類データを出力する。このシステム
１０の動作は、図５のフローチャートで示されている。
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【００１２】
このユーザネットワーク１０Ｎは、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ）、或は広域ネ
ットワーク（ＷＡＮ）のようなコンピュータ・ステーションの集合体でも良い。このネッ
トワークのデータ伝送装置としては、ファクシミリ (fax)、電子メール（ E-mail）、ファ
イル転送、遠隔アクセス (remote access)のような適当な電気的フォーマットを有してい
てもよい。コントローラ・ディスプレイ１２は、コントローラ１０Ｃに応答して、この書
類入力システム１０に関する動作情報を、ユーザに対して表示している。
【００１３】
携帯型キー・モジュール１４は、その書類データの出力パラメータ及び記憶パラメータを
定義するユーザ・モジュールデータを含んでいる。このキー・モジュール１４に記憶され
たモジュールデータは、説明部分１４Ｄと値部分１４Ｖ（図１Ｂ参照）を有している。こ
の説明部分１４Ｄは、この書類入力システムで実行される出力及び記憶タスクの特性（例
えば、ファイルの分配（出力）や記録用メモリへの保管）、或はキー・モジュール１４の
内のデータのタイプ（例えば、ユーザ識別データ）を定義している。また、値部分１４Ｖ
は出力パラメータや記憶パラメータの詳細、例えばメモリアドレス、ファイル名、ネット
ワークアドレス、送付先電話番号、ホルダ名、書類の枚数、データベース名、ユーザＩＤ
データ等を規定している。キー・モジュールリーダ１５は、キー・モジュール１４上のモ
ジュールデータを読み取って、そのモジュールデータをコントローラ１０Ｃに伝送してそ
の書類データを出力したり、記憶させるためのモジュールポートを有している。
【００１４】
ユーザ応答装置１６は、このコントローラ１０Ｃに接続され、モジュールデータに応答し
て、ユーザがこの書類入力システム１０の動作を開始できるようにしている。このユーザ
応答装置１６は、モジュールデータをコントローラ１０Ｃに送信させるための１つのキー
であってもよい。更に、このユーザ応答キーは、ユーザネットワーク１０Ｎを介して書類
データのパラメータを出力したり、記憶したりしても良い。
【００１５】
次に図５のフローチャートを参照して図１Ａの書類入力システムの動作概要を説明する。
【００１６】
まずステップＳ１で、キー・モジュール１４がキー・モジュールリーダ１５に装着される
とステップＳ２に進み、そのキー・モジュール１４に含まれているパラメータ値１４Ｖと
その説明（記述）１４Ｄがコントローラ１０Ｃに送出される。次にステップＳ３に進み、
書類スキャナ１０Ｓの書類入力ポート１０Ｐから書類１０Ｄが入力されると、その入力さ
れた書類１０Ｄを書類スキャナ１０Ｓにより読み取って電子書類データを得る（ステップ
Ｓ４）。この電子書類データは、例えば記憶、或はネットワーク１０Ｎへの送信のために
、書類スキャナ１０Ｓからコントローラ１０Ｃに供給される（ステップＳ５）。
【００１７】
次にステップＳ６に進み、コントローラ１０Ｃは、ディスプレイ１２に、そのシステムの
動作状態、及び／或はユーザへのメッセージや指示等を表示する。こうしてステップＳ７
に進み、ユーザ応答装置１６を用いて、ユーザがシステム１０のコントローラ１０Ｃに対
して動作を指示すると、コントローラ１０Ｃは、この指示に従って、キー・モジュール１
４にセットされていたパラメータ値１４Ｖや１４Ｄを基に、ステップＳ５で受取った電子
書類データをネットワーク１０Ｎに伝送したり、或は記憶するなどの処理を行う。
【００１８】
＜自動 (self-directed)ステーション（図２Ａ、図２Ｂ））＞
自動書類入力装置２０は、ネットワークを介して出力され、或は記憶される書類データを
含むユーザの書類を受取る。コントローラ２０Ｃは、ユーザの指示に応じて、この書類入
力装置２０の通常の動作を制御している。書類スキャナ２０Ｓは、ユーザの書類を受取る
ための書類ポートを有し、コントローラからの指示に応じて、書類ポート上の書類を走査
して、ネットワークを通して送信され、或は記憶される書類データを提供している。
【００１９】
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コントローラ・ディスプレイ２２は、コントローラ２０Ｃからの指示に応じて、この書類
入力装置２０の動作状態、システム情報、及びこの書類入力装置２０からのユーザへの指
示等をユーザに対して表示するために、グラフィック或はアルファ・ニューメニック文字
を表示しても良い。ここで表示される動作状態は、システムビジー、システムレディ、或
はシステム・スタンバイ状態を含んでも良い。またシステム情報は、メモリの空き領域、
処理中の書類数、操作しているユーザの数、及び待機中のプリントジョブの数等の事項を
含んでも良い。またユーザによる指示は、走査されるべき書類の挿入、パス名の入力、電
話番号の入力、及びユーザ選択等を含んでも良い。
【００２０】
携帯型キー・モジュール２４は、パラメータ部分２４Ｐ、プログラム部分２４Ｄ、ファイ
ル部分２４Ｆ及び識別コード部分２４ＩＤ（図２Ｂに概略的に示す）を有するユーザ・モ
ジュールデータを含んでいる。このモジュールデータのパラメータ部分２４Ｐは、その書
類データの出力パラメータ及び記憶パラメータを定義している。プログラム部分２４Ｄは
、その書類入力装置におけるユーザの操作を可能にし、ユーザの書類の受取って走査し、
その書類データの出力及び記憶を可能にしている。ファイル部分２４Ｆは、出力され、或
はネットワークを通して出力されるべきユーザファイルを含んでいる。識別部分２４ＩＤ
は、キー・モジュールリーダ２５がモジュールデータを読取り、その読み取ったモジュー
ルデータをコントローラに伝送る際に、ユーザを特定するためのユーザ識別情報を含んで
いる。このキー・モジュールに含まれるモジュールデータは、磁気ストライプ、光メモリ
、或は磁気ディスクメモリ等の記憶媒体に記憶されても良い。
【００２１】
キー・モジュールリーダ２５はキー・モジュール２４上のモジュールデータを読取り、そ
のモジュールデータをコントローラ２０Ｃに伝送している。このモジュールデータにより
、コントローラ２０Ｃが、この書類入力装置２０に対するユーザの操作を許可している。
ユーザ応答装置２６は、適当なアルファ・ニューメニック・キーパネル、或はタッチパネ
ル、又はトラックボール等の、この書類入力装置２０のユーザによる操作の間に、ユーザ
がコントローラにデータを入力できるようにしている。キー・モジュール検知器２７は、
キー・モジュールがあるか否かを検知し、コントローラ２０Ｃにキー・モジュール２４が
存在するか否かを通知している。このキー・モジュールリーダ２５の動作は、図６のフロ
ーチャートで示されている。
【００２２】
尚、各ユーザが、モジュールポートに挿入される、例えば３．５インチディスクのような
、小さな携帯型のキー・モジュール・データベースを携帯するようにしても良い。このキ
ー・モジュールデータベースは、ユーザのＩＤデータを書類入力装置に伝送する。ユーザ
ＩＤデータは、例えば、口座残高、支払いに関する情報（ billing matter）、保証レベル
（ security clearance）を示す情報等の適当な管理情報を含んでも良い。このようにキー
・モジュール２４を携帯可能にして持ち歩くことにより、この書類入力装置に対して正規
の人以外の者がアクセスするのを防止できる第１の保証となる。更に、伝統的なパスワー
ド／キーパッドによる論理的な保証が採用されても良い。更には、このキー・モジュール
２４は、その所有者を特定できるもの（写真等）を、そのケースの上に設けることにより
、誰でもその所有者が確認できるようにしても良い。
【００２３】
キー・モジュール２４からのモジュールデータのプログラム部分２４Ｄは、リーダ２５が
このモジュールデータをコントローラ２０Ｃに伝送した後、この書類入力装置２０を自動
的に動作させるために、動作を自動的に指示するようなものであっても良い。またプログ
ラム部分２４Ｄは、この自動的に指示された動作の終了時に、そのプログラムを自動的に
停止させる、自動終了するようなものであっても良い。更に、このプログラム部分２４Ｄ
は、このモジュールデータが終了した後、キー・モジュール検知器２７からキー・モジュ
ール２４を自動的に排出する、自動排出するものであっても良い。またプログラム部分は
、この書類入力装置２０を自動的に動作させるようにユーザによる入力をシミュレートす
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るユーザ・マクロプログラムを含んでも良い。また、このモジュールデータのパラメータ
部分２０Ｐは、この書類入力装置２０のユーザによる動作を手助けするためのユーザ・メ
ニューを含んでも良い。
【００２４】
このキー・モジュール２４は、ユーザのニーズ及び経験に適合するように、コントロール
パネルを再プログラムするユーザの個人的な書類入力インターフェース・プログラムを、
この装置２０に伝送する。予め設けられているコントローラのプログラムは、キー・モジ
ュール２４を使用しないユーザ、或は個人的なプログラムを持たないユーザにとっては、
デフォルトのプログラムとなる。モジュールデータに基づいてディスプレイ２２に表示さ
れた個人的なユーザ・メニューは、ユーザ自身によりカスタマイズされたメニューで、ユ
ーザが最も頻繁に行う操作に適したものとなっている。このユーザ・メニューにおける選
択メニューは、操作し易いように、ユーザ自身のワード及びアイコンで表示されている。
このようにユーザにとって使用し易い、既知の選択メニュー等を用いて、ユーザに対して
表示することにより、ユーザ・インターフェースの効率を高め、書類入力に際してのユー
ザの待ち時間などを節約できる。
【００２５】
この書類入力装置２０は、キー・モジュール２４を挿入することにより、自動的に動作す
るものでも良い。この書類入力装置２０は、キー・モジュール２４が挿入されると、直ち
にそのキー・モジュール２４にアクセスして、ユーザによる指示（任務）の全てのステッ
プを含む動作実行ファイルをサーチするようにプログラムされている。例えば、３．５イ
ンチディスクのキー・モジュール２４は、ワーク・ステーションＰＣでも使用可能であり
、ユーザは、そのワークステーションで、予め用意された（ canned）命令などによりキー
・モジュール動作ファイルを、そのディスクにセットアップしても良い。ユーザのワーク
ステーションでの環境は、一般的に、ユーザが列をなして待っている入力環境に比べて、
より快適で、生産的な状況にあるため、ユーザは、後ろに並んでいる他の人達から、或は
他の動作を行うための圧力を感じることなく、身近にある全ての参照可能なもの参照しな
がら、座って（立ったままでなく）作業することができる。
【００２６】
また、このような操作に習熟していない人は、高度に習熟したワークステーションのユー
ザにより、それらの命令等が予め設定されたキー・モジュール２４を借りて、そのキー・
モジュール２４を近くの書類入力装置２０に持って行き、そこにそのキー・モジュール２
４を挿入する。そして、そのキー・モジュールによるプログラムの実行の終了と、キー・
モジュール２４が排出（イジェクト）されるのを待ち、その後、そのキー・モジュール２
４をその習熟した人に返すことができる。この“単に挿入するだけ（ insert and forget
）”により、未習熟の人にとって、この書類入力装置２０のコントロールパネルへのイン
ターフェース、キーの押下、選択処理等が不要となる。このようなシステムとのインター
フェースにより、ユーザによる使用時間が最小になり、そのための訓練や精神集中等が不
要になる。
【００２７】
このキー・モジュール２４は又、ファクシミリ送信される、或はファイルされる電子書類
を含む携帯型のデータベースとして機能しても良い。他の機器とのインターフェース (hoo
k-up)を備えるラップトップ・コンピュータを使用しているユーザ（或はプリンタの無い
ユーザ）は、紙印刷することなく、電気的にファイルをこの書類入力装置２０に伝送して
も良い。この紙を使用しない方法は、１頁当たり約３秒を要するハードコピーのための走
査よりも速いものとなる。
【００２８】
＜キー・モジュール検知器（図３及び図４）＞
キー・モジュール検知器２７は、キー・モジュール２４の存在を検知し、そのキー・モジ
ュール２４が存在することをコントローラ２０Ｃに通知している。このキー・モジュール
検知器２７は、自動的にキー・モジュール２４を検知し、そのキー・モジュール２４を検
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知した後、コントローラ２０Ｃに自動的に知らせるように、自動的に動作するものであっ
ても良い。
【００２９】
図３に示すように、このキー・モジュール検知器は、キー・モジュール３４が無い状態、
及びキー・モジュール３４が存在する状態を有する電気的な検知用スイッチ３７（図３）
であっても良い。キー・モジュール３４は、ユーザによりポート３５Ｐからキー・モジュ
ールリーダ３５に挿入されると、このキー・モジュール検知用スイッチ３７は、キー・モ
ジュール３４が存在しない位置（図３に示す）からキー・モジュール３４が存在する位置
に移動する。このような位置の変化により、割込み (INTERRUPT)制御電圧（＋５）が発生
し、キー・モジュール３４の存在がコントローラ２０Ｃに知らされる。駆動用ハブ３５Ｄ
は、完全に挿入されたキー・モジュール３４と係合し、その中の磁気ディスクを回転させ
る。リードヘッド３５Ｈは、このキー・モジュール３４のモジュールデータを読取り、コ
ントローラ２０Ｃからの読取り (READ)コマンドに応答して、その読取ったモジュールデー
タをコントローラ２０Ｃに伝送する。このキー・モジュールリーダ３５は、キー・モジュ
ール検知器がキー・モジュール３４を検知した後、キー・モジュール検知器に応答して、
或は自動開始機能により、そのキー・モジュール３４のモジュールデータを自動的に読取
っても良い。
【００３０】
また逆に、図４に示すように、キー・モジュール検知器は、光源４７Ｓと光センサ４７Ｄ
で形成される光学的なスイッチ４７でも良い。この光学的検知用スイッチ４７は、キー・
モジュール４４の存在しない状態（図４に示す）と、キー・モジュール４４が存在する状
態を有する。キー・モジュール４４が存在しない時は、光源４７Ｓと光センサ４７Ｄとは
光学的に通信（導通）している状態にある。またキー・モジュール４４が存在する時は、
光源４７Ｓと光センサ４７Ｄとが光学的に分離された状態を示す。このキー・モジュール
４４は、ユーザによりポート４５Ｐからキー・モジュールリーダ４５に挿入され、前述の
光学的な導通状態が遮断される。この遮断により、キー・モジュール検知用スイッチ４７
が、キー・モジュール４４が存在しない状態から存在する状態に変化し、コントローラに
キー・モジュール４４が存在することを示す信号が送出される。
【００３１】
尚、このような検知用スイッチの状態は上述の説明に限定されるものでなく、その逆であ
っても良いことはもちろんである。
【００３２】
図６は、本実施の形態のキー・モジュールリーダ２５の動作を示すフローチャートである
。以下、このフローチャートと図２Ａ、図２Ｂを参照して動作を説明する。
【００３３】
まずステップＳ１１で、キー・モジュール２４がキー・モジュールリーダ２５に装着され
るとステップＳ１２に進み、キー・モジュール検知器２７の検知用スイッチが作動して、
キー・モジュール２４の存在が検知される。これにより、図３或は図４に示すようにして
、コントローラ２０Ｃに割込み信号 (INTERRUPT)信号が送られる（ステップＳ１３）。
【００３４】
これにより、ステップＳ１４で、コントローラ２０Ｃから読取り信号 (READ)が入力される
と、そのキー・モジュール２４に記憶されているモジュールデータを読取ってコントロー
ラ１０Ｃに出力する（ステップＳ１５）。このモジュールデータに基づいて、これ以降の
処理を自動で行なうか、或はユーザよりの指示に基づいて行なうかを判断し、ユーザの指
示に基づいて行う場合はステップＳ１６に進み、ユーザに提示すべきステータス情報をデ
ィスプレイ２２に表示する。そしてステップＳ１７に進み、ユーザキー２６を用いたユー
ザよりの入力によりキー・モジュール２４に記憶されているプログラム２４Ｄを読み出し
て実行する。
【００３５】
一方、自動で行う場合はステップＳ１８に進み、キー・モジュール２４に記憶されている
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プログラム２４Ｄを自動的に実行する。
【００３６】
こうしてステップＳ１７或はステップＳ１８を実行するとステップＳ１９に進み、ステッ
プＳ１７或はステップＳ１８におけるキー・モジュール２４のプログラム２４Ｄの実行に
より、書類スキャナ２０Ｓで読取った書類データを、コントローラ２０Ｃからネットワー
ク１０Ｎに送信するか、或はその書類データを記憶する。このステップＳ１９では、キー
・モジュール２４のパラメータ部２４Ｐに記憶されているパラメータ、ユーザＩＤ２４Ｉ
Ｄ等が参照されることは前述した通りである。そしてステップＳ２０に進み、そのキー・
モジュール２４をキー・モジュールリーダ２５から排出して処理を終了する。
【００３７】
上述の説明より、当業者にとって本願発明の目的が達成されたであろう。この実施の形態
で説明した事項に対して、本願発明の趣旨を逸脱することなく種々の変更等が可能であり
、各図面に示された実施の形態の特徴は他の図面の構成とも組合わせられても良い。従っ
て、本発明の趣旨は、特許請求の範囲の記載の用語およびそれと法律的に等価な用語に基
づいて判断されるべきである。
【００３８】
なお本発明は、複数の機器（例えばホストコンピュータ，インターフェース機器，リーダ
，プリンタなど）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例え
ば、複写機，ファクシミリ装置など）に適用しても良い。
【００３９】
また、本発明の目的は、前述した実施形態の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体を、システム或は装置に供給し、そのシステム或は装置のコンピ
ュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読出し実行
することによっても達成される。
【００４０】
この場合、記憶媒体から読出されたプログラムコード自体が前述した実施形態の機能を実
現することになり、そのプログラムコードを記憶した記憶媒体は本発明を構成することに
なる。このようなプログラムコードを供給するための記憶媒体としては、例えば、フロッ
ピディスク，ハードディスク，光ディスク，光磁気ディスク，ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ，
磁気テープ，不揮発性のメモリカード，ＲＯＭなどを用いることができる。
【００４１】
また、コンピュータが読出したプログラムコードを実行することにより、前述した実施形
態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピュータ
上で稼働しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部または全部
を行い、その処理によって前述した実施形態の機能が実現される場合も含まれる。
【００４２】
更に、記憶媒体から読出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能拡張
ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書込まれた後、そ
のプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備わるＣ
ＰＵなどが実際の処理の一部または全部を行い、その処理によって前述した実施形態の機
能が実現される場合も含まれる。
【００４３】
【発明の効果】
以上説明したように本発明によれば、操作に習熟していないユーザでも、簡単かつ迅速に
必要なデータを入力できるという効果がある。
【００４８】
【図面の簡単な説明】
【図１Ａ】本発明の一実施の形態の書類入力システムを示すブロック図である。
【図１Ｂ】本実施の形態のキー・モジュールのメモリの内容を示すブロック図である。
【図２Ａ】本発明の実施の形態の自動指示の書類入力装置の構成を示すブロック図である
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。
【図２Ｂ】キー・モジュールのメモリの内容を表す図である。
【図３】本実施の形態の電子検知スイッチを採用している図２のキー・モジュール検知器
の断面図である。
【図４】本実施の形態の光学的検知スイッチを採用している図２のキー・モジュール検知
器の断面図である。
【図５】図１の書類入力システムの動作を示すフローチャートである。
【図６】図２のキー・モジュールリーダの動作を表すフローチャートである。
【符号の説明】
１０　書類入力システム
１０Ｃ，２０Ｃ　コントローラ
１０Ｄ，２０Ｄ　書類
１０Ｎ　ネットワーク
１０Ｓ，２０Ｓ　書類スキャナ
１２，２２　ディスプレイ
１４，２４　キー・モジュール
１４Ｄ　パラメータ記述（説明）
１４Ｖ　パラメータ値
１５，２５　キー・モジュールリーダ
２４ＩＤ　ユーザ識別ＩＤ
２４Ｄ　プログラム部
２４Ｆ　ファイル部
２４Ｐ　パラメータ部
２６　ユーザ応答用キー
２７　キー・モジュール検知器
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【 図 ２ Ａ 】 【 図 ２ Ｂ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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